
 校長からのメッセージ   ～旅立ちの日に～（卒業式 式辞から） 

 

厳しい冬の寒さを耐え抜いた木々は、やわらかな風を合図に芽吹き、萌え出そうとしています。 

三年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。みなさんを共に育んできた地域の方々や保護者の皆様

に見守られながら、三年間の学びの証である卒業証書を一人一人にお渡しできたことを嬉しく思います。 

初めて皆さんに会ったのは一昨年の４月。２年生となり先輩として張り切る皆さんは、まだまだ幼さを残し

ていました。そのみなさんが、この学び舎からの巣立ちを前に、こうして、凛と胸を張り真っすぐなまなざしを

向けている。「立派です。」私だけでなく、野木中の教職員は、皆さん一人一人が、ここで過ごした三年の

様々な場面を振り返りながら、皆さんの大きな成長を実感し、その成長に関れた幸せをかみしめています。

みなさんにとって、ここでの三年間はどんな時間でしたか。思い出すのはどんなことですか。  

目を閉じれば、瞼の裏にみなさんの様々な姿が蘇ってきます。特に最高学年として生き生きと活動したこ

の一年間のみなさんの姿は忘れられません。みなさんはまさに野木中の主役にふさわしい三年生としての

姿を後輩たちに示しながら季節の中を駆け抜けてきました。 

春、運動会 一学期がスタートして間もない頃。最初の行事でのクラス対抗                        

優勝を目指して、新たな担任や仲間と力を合わせ、声を掛け合い、練習を重ね                       

ながら絆を少しずつ強くしていく皆さんが頼もしかった。 

事前学習を沢山して臨んだ修学旅行。仲間と旅をしている嬉しさで満たさ                       

れた新幹線。古都奈良と京都で触れた日本の歴史、文化、伝統の素晴らしさ。 

皆さんは目に映るものすべてに目をキラキラと輝かせていましたね。 

暑かった夏。部活動、来る日も来る日も、辛くても苦しくても耐え抜いてきた                      

からこそ、結果を出したかった最後の大会やコンクール。ゴールを目指し力の 

限り走り、泳ぎ、時間一杯相手と組み合う姿。鍛え上げられた見事なパスワー                       

ク、押し寄せる緊張のなか、この一球、一打、一射、にかける真剣な眼差し。                     

一音に託した思い。勝利の瞬間のガッツポーズ。喜びを分かち合う仲間たち 

の人波。飛び散る汗、頬を伝った悔し涙。みなさんの夏は輝いていました。 

秋、合唱コンクール。自分たちらしく、この仲間とでしか歌えない歌を追い求め思いを重ねましたね。順位

にこだわらず、どのクラスもお互いのコーラスに聞き入る姿。互いを認め合うみなさんの学年の素晴らしさ

を感じました。ホールに響きわたった心揺さぶる歌声は今でも耳に残っています。 

最後の行事、潤心祭。一人一人がそれぞれの個性を輝かせ、自信に満ちた発表や若さが弾けた舞台で

の演技、くだらないことでもみんなで笑いあったことも微笑ましく 思い出されます。 

そして冬。未来を見据え、やがて来る春を信じて地道な努力を重ね、仲間と学びを重ねここまで来ました

素直で真っすぐな皆さん。野木中のよさを繋ぎ、どんなことにも一生懸命だったみなさんは一二年生の手 

本であり、私たちの宝でした。 

 

 

ｽﾛｰｶﾞﾝ  さわやかなあいさつ 文武両道 光る汗！   

～ い と ～              野木町立野木中学校 学校だより 

         令和７年度卒業記念号  文責：校長 星 育夫 
 
本日、３月７日（土）は、学校にとって最も重要な行事、卒業式が挙行されました。３年生の皆さん、卒業おめで

とうございます。新たな道へ旅立つ皆さんへのエールとして式辞を贈らせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日から皆さんは未来に向かってそれぞれの道に進んでいくことになります。みなさんがこれか

ら生きていく社会は、今よりも更に変化の激しい「予測不可能な社会」と言われています。しかし

心配はいりません。思い出してください私たちが掲げてきたスローガンを「さわやかなあいさつ 

文武両道 光る汗」。相手を思いやり礼を尽くす心、健康な体と豊かな知識、感性。困難を乗り越

え額に汗し努力する姿勢。まさにこれからの社会を「生きぬく力」は野木中学校の三年間でみなさ

んに身についているはずです。         

何よりみなさんには何事にも前向きに取り組む素直さと誠実さがあります。「大丈夫。みなさん

は素晴らしいんだから！」自信をもって力強く人生を歩んでいってください。そして自分にとって

大切なものを見つけ、自分らしい生き方を求め続けてください。 

保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。三年間、                  

本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、私どもともに温か 

く、そして力強くお子様を支えていただき誠にありがとうご 

ざいました。 

これから、お子様たちは次のステージに進みます。お子様 

たちが一人の人間として自立を果たすのは、もう少し経験と 

時間を必要とします。どうか今後も変わらぬ愛情を注ぎ支え 

てください。 

結びに九十名の卒業生一人一人の未来が、輝やきに満ちたものとなることを祈念し、式辞といた

します。 

令和八年三月七日    野木町立野木中学校長   星 育夫 


